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論文審査の結果の要旨 
 当該研究においては、一細胞で使うことのできる蛍光性のATPセンサータンパク質（BQueen）が開発された。このセ
ンサーは特にバクテリア一細胞のATP濃度を定量的に求めることを目的に作成されたもので、従来のATPセンサーに存在
したシグナルが変動してしまう問題が解決されていた。このセンサーを用いて、均一な遺伝的背景をもつ大腸菌集団の
ATP濃度のばらつきが測定された。その結果、例えば対数増殖期の大腸菌のATP濃度は2〜8 mMの範囲で分布しているな
ど、過去に例のないATP濃度分布のデータが得られた。また、測定した結果に対して理論的な解釈を加え、どのように
してそのような分布が生じるのかが議論されていた。これらの成果は生命現象をこれまで不可能であった精度で観測す
ることが可能であることを十分に示すものであり、将来的に細胞内ATP濃度の調節機構やバクテリアの代謝経路の理解
につながると考えられる。さらに、遺伝子的には他の細胞と同一でありながら高い抗生物質耐性をもつPersister細胞
のATP濃度がBQueenで測定され、通常の細胞のATP濃度と比較された。これまでPersister細胞のATP濃度は他の細胞より
も低いのではないかとする学説が提唱されていたが、BQueenによる測定ではむしろ通常の細胞よりも高い傾向があり、
既存の学説とは逆の興味深い結果であった。従って、当該研究は学位論文として十分な完成度と新奇性を共に有してい
ると言え、学位の授与に値すると認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
